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遠賀川式土器く壷）
町指定第1号有形文イヒ財・寿古着料

平成7年日月1日指定

立屋敷遺跡で発見

された弥生時代前期

（紀元前3世紀）の

土器。遠賀川式土器

は、日本各地の稲作

農耕の開始期に出現

しており、米づくり

と深い関わりをもっ

ていることで、学会

で注目されてきた。

所在地

水巻町役場（頃末北）
●口径　23．0ｃｍ　●底径10．0ｃｍ

●器高　39．0ｃｍ　●胴部最大径　35．5ｃｍ

立屋敷遺跡

遠賀川の中州で発見された学史に残る重要な遺跡。これまで、

弥生式土器をはじめ、建物の柱の跡や石斧、木製農具などが出

土している。平成6年にはドングリを貯蔵した穴が発見された。

川底に存在しているので、ふだんは見ることができない。

もくぞうこまいぬ

木造狛犬
町指定第2号有形文イヒ財・彫刻

平成10年3月26日指定

あぎょう

阿形像（左）
●像高　51．0ｃｍ

●体長　56．1ｃｍ
うんぎょう

畔形像（右）
●像高　51．4ｃｍ

●体長　57．1ｃｍ

所在地　八虜神社（立屋敷）

やまがひょうとうじひでとお

平安時代後期（12世紀半ば）に山鹿兵藤次秀遠

（平安末期の山鹿荘の当主）が寄進したと伝えられる。

クス材の一木づくりであるこの1対の狛犬は、県内
で最古級の彫刻である。

「

●
特
集
　
写
真
で
見
る
町
の
文
化
財

知
眼
の
離
財

毎
日
、
何
げ
な
く
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
の
水
巻
町
。
こ

の
町
に
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
。
今
回
は
、
町
が
指
定
し
た
も
の
を
中
心
に
町
の

文
化
財
の
い
く
つ
か
を
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
一
部
は
、
平
成
1
2
年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る
歴
史
資

料
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
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八】観神社のチシャノキ
町指定第4号・天然記念物
平成10年3月26日指定

明治末期の遠賀川の

改修工事までは、神社

参道に植えられてい

た。漢方薬の材料とし

て使用されていたとい

う説もあり、先人が区

民の無病息災を祈願し

て植樹したものと考え

られる。

県内にあるチシャノ

キの中では、かなり大

きなものである。

所在地　八細神社（立屋敷）
●高さ　　13．1ｍ

●幹まわり　1．96ｍ

こがたぼうせいきょう

4＼型1方製錬
町指定第5号有形文イヒ財・秀吉香料

平成11年7月22日指定

遠賀郡では、岡垣町

大坪遺跡に続いて2

例日の出土。青銅製

で、内行花文という

花びらを模した文様

がある。一緒に見つ

かった土器から弥生時

代後期のものと推

定され、集落内の　●直径5・86ｃｍ●重量25・5ｇ

水や農耕に関する

祭祀に使われたも

のと考えられる。

出土地

上二貝塚（二西三丁目）

所在地

水巻町役場（頃末北）

′ヽ

木造髄神像
町指定第3号有形文イヒ財・彫刻

平成10年3月26日指定

あぎょう

阿形像（左）
●像高　59．5ｃｍ

●体長　42．4ｃｍ
うんぎょう

昨形像（右）
●像高　59．0ｃｍ

●体長　41．8ｃｍ

所在地

八顔神社
（立屋敷）

像の底に書かれた文字が当社最古の棟札の寛正6

（1465）年の年号と一致することから、室町時代に

奉納されたものと考えられる。クス材の一木づくり。

古賀城址

古賀の豊前坊山頂にある、戦

国時代に築かれた山城の石垣。

麻生氏の端城と伝えられている。

堀川のノミの跡（吉田≡）

人工の運河として遠賀川

から洞海湾まで掘られた堀

川の岩肌に残るノミの跡。

しかんれい

四環鈴

正徳4（1714）年、二のハ所神

社神殿拡張工事のときに発見された

古墳の副葬品で現存する唯一のも

の。

遠
芦
川
の
盾
物
入
門

●
と
　
き
　
日
月
2
3
日
　
（
火
）
　
午
後
2

時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
講
　
師
　
大
川
浩
平
さ
ん
　
（
筑
豊
博

物
研
究
会
会
長
）

遠
芳
川
の
魚
潜
入
門

●
と
　
き
　
1
2
月
5
日
　
（
日
）
　
午
後
2

時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
講
　
師
　
渕
上
信
好
さ
ん
　
（
遠
賀
川

環
境
保
全
モ
ニ
タ
ー
）

遠
芳
川
の
牛
い
立
ち
を
探
る

●
と
　
き
　
1
2
月
1
1
日
　
（
土
）
　
午
前
1
0

時
～
正
午
　
（
午
前
9
時
3
0
分
に
ー
Ｒ

水
巻
駅
集
合
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
自
然
史
博
物
館

（
八
幡
東
区
）

●
講
　
師
　
博
物
館
学
芸
員

※
交
通
費
、
入
場
料
は
自
己
負
担

°
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
°
　
●
　
°
　
●
　
●
　
°
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

●
対
　
象
　
遠
賀
川
の
自
然
や
環
境
な

ど
に
興
味
が
あ
る
人
　
（
3
回
と
も
受

講
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
）

●
定
　
員
　
3
0
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
期
限
　
1
1
月
1
9
日
　
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
℡
2
0
1
局
4
3

2

1

番

へ
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如
貝
川
を
知
る
講
座

遠
賀
川
そ
の
生
い
立
ち
と
自
然



平成10年度水道決算

平
成
1
・
0
年
度
の
水
道
事
業
の
決
算
が
9
月
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
水
道
事
業
は
、
町
の
一
般
会
計
や
国
民
健
康
保

険
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
と
は
異
な
り
、
公
営
企
業

（
電
気
や
ガ
ス
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
と
同
じ
企
業
会
計
）
と
し

て
、
独
立
採
算
制
度
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
1
0
年
度
は
給
水
戸
数
が
二
〇
二

戸
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
料
金
と
し

て
収
入
さ
れ
た
水
量
で
あ
る
有
収
水
量

や
配
水
さ
れ
た
水
量
の
う
ち
の
有
収
水

量
の
割
合
を
表
す
有
収
率
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
固
定
資
産
の
売
却
益

を
除
く
と
五
百
五
十
万
円
の
経
常
損
失

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
修
繕
料
の
増
加
を
は
じ

め
、
他
会
計
出
資
金
の
減
少
や
口
径
別

納
付
金
　
（
給
水
装
置
の
新
設
時
に
納
め

る
一
時
金
）
　
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。
■
収
益
的
収
支
■
■
■

収
益
的
収
支
と
は
、
単
年
度
の
企
業

活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
収
益
お
よ
び

費
用
の
こ
と
で
す
。
主
な
収
益
は
科
金

収
入
で
費
用
は
人
件
費
や
原
水
購
入

費
、
減
価
償
却
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
収
入
／
皆
さ
ん
が
支
払
っ
て
い
る
水

道
料
金
が
収
入
全
体
の
九
十
二
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
収
入
確
保
の
た
め
、

水
道
料
金
を
二
か
月
滞
納
す
る
と
給

（

水
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
水
道
課
で
は
、
料
金
の
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
便
利
な
口
座
振
替
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
支
出
／
北
九
州
市
と
中
間
市
か
ら
買

っ
た
原
水
の
購
入
費
は
三
億
五
千
百

二
十
九
万
円
で
支
出
額
の
五
十
五
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
原
水
購
入

費
が
水
道
料
金
に
占
め
る
割
合
は
全

体
の
約
六
十
㌫
で
、
水
巻
町
の
水
道

料
金
は
高
い
と
言
わ
れ
る
原
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
と
は
、
建
設
改
良
工
事

や
財
産
購
入
の
た
め
の
会
計
で
、
長
期

的
な
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
す
。
収

入
の
ほ
と
ん
ど
は
借
入
金
と
内
部
留
保

資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
改
良
工
事
で
は
、
水
道
管
の
老

朽
化
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、

積
極
的
に
老
朽
管
な
ど
の
改
良
工
事
を

行
い
、
安
定
し
た
給
水
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
し
た
。
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平成10年度水道決算

萎二二二二至芸冥

わくわく
訝鍋弛糠

水巻町商工会では、地域を挙げての販売促

進イベント「歳末わくわくプレゼント」を行

います。お客様にお買い上げ額に応じて抽選

券を進呈、後日行われる公開抽選会で豪華賞

品が当たります。

現在、水巻町商工会ではこのイベントの参

加カロ盟店を募集しています。町内の事業者で

あればどなたでも参加できます。

●イベント期間12月13日（月）～12月26

日（日）

●参加申込期限11月19日（金）

【説明会】

♭と　き11月19日（金）午後7時から

♭ところ　水巻町商工会館

●申し込み・問い合わせ　水巻町商工会℡
201－7551

二
人
で
お
し
ゃ
れ
に
牽

と
レ
デ
ィ
・
オ
ス
カ
ル

～
華
麗
な
る
鹿
浜
～

不
思
議
な
ピ
ア
ニ
ス

ト
Ｈ
－
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
－
が

ゲ
ス
ト
の
池
田
理
代
子

と
と
も
に
繰
り
広
げ
る
、

ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
で

オ
シ
ャ
レ
な
ス
テ
ー
ジ
。

Ｄｒ．ＨＩＲＯＳＨｌの即席アレンジ講座、アイネ・ク

ライネ・“スーダデ’ムジーク、歌に生き恋

に生きて～歌劇“トスカ”より（プッチーニ）、

お楽しみ即興デッサンコーナーほか

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●と　き11月27日（土）開場／午

後6時　開演／午後6時30分

●ところ　中央公民館大ホール

●入場料1000円

※入場整理券は中央公民館と南部公民館

で発売しています。

♭4歳未満の人はご遠慮ください。
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へ
、

●
収
入
／
企
業
債
（
借
入
金
）
　
の
一
億

三
千
二
百
八
十
万
円
が
六
十
九
㌫
を

占
め
、
ほ
か
に
一
般
会
計
出
資
金
、

内
部
留
保
資
金
な
ど
の
収
入
で
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

●
支
出
／
水
道
管
の
建
設
改
良
工
事
費

（
総
延
長
二
千
五
百
二
十
二
㍍
）
　
が

全
体
の
七
十
七
㌫
に
な
り
ま
す
。
ほ

か
に
メ
ー
タ
ー
購
入
の
た
め
の
費
用

で
あ
る
財
産
購
入
費
に
七
㌫
、
借
入

金
の
元
金
返
済
金
と
し
て
十
六
欝
の

予
算
を
便
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
で
き
る
だ
け
水
道
料
金
を

低
く
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
で
経

営
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

▽
漏
水
調
査
と
修
繕
工
事
を
徹
底
し
、

有
効
水
量
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
使
用
料
金
の
徴
収
に
努
め
て
い
ま

す
。
（
二
か
月
滞
納
に
な
れ
ば
停
水

処
置
を
し
て
、
納
付
後
に
開
栓
し
て

い
ま
す
）

を、監査意見　書料言
水巻町監査委員による決算審査が7月22日と23日に行われました。

審査の結果、総括として次の点が指摘されました。

●有収水量、有収率の向上により事業収益は増収となったが、事業費

用も増加しており、大変厳しい経営内容である。

●本年度も消費税を水道事業会計から負担していることとあわせて、

北九州市と中間市からの全面受水による原水費の増加などから今後

も厳しい経営状態が続くものと思われる。

●独立採算制の原則のもと、事業経営基盤の確立を目指して、本事業

の運営にあたっては適切かつ効率的な運営に努められたい。



画なたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしていま劃

輝いてほしい、大好きを町
水巻町まちづくり表彰

10月28日、役場で水巻町まちづくり表彰の表彰式がありました。

潤いややすらぎのある快適な環境づくりや景観、町のイメージア

ップにつながる活動に自主的、先駆的に取り組んでいる個人や団

体などを表彰するこの表彰式も今年で5回目を数えます。

表彰状の授与が終わると、小嶺人志子さんの思い出や猪熊太鼓

育成会の活動など、出席した小嶺さんのご子息、次男さんと原田

武士さんは和やかな雰囲気の中で話に花を咲かせていました。

受賞者は次のとおりです。おめでとうございました。

●原田武士さん（猪熊太鼓育成会）　長年にわたる地域の子ども

′・　たちへの太鼓演奏の指導

●故・小嶺人志子さん　県道などの雑草の草刈りをはじめとする

町内の地道な清掃活動

ＴｂｗｒＹｓＴｏｐｉｃｓ

10月3日、ＳＬ機関車が水巻町を走りました。これは、県

の観光推進協会が観光キャンペーンのオープニングイベント

として運行させたものです。ＪＲ筑豊線東水巻駅や付近の線

路沿いには、午前中から鉄道フアンやカメラ愛好家たちがベ

ストショットを狙って待ち構えていました。

午後1時16分、中間方面から煙をモクモクと出しながら、

列車が駅に近づいてくると、待ってましたとばかりもｉシャッ

ター音が響きます。

「懐かしくて楽しみにしていました。あっと言う間だった

ので2枚しか撮れず、残念でした」と鍬田敏昭さん（鯉口）。

見に来ていた人はみんな、束の間の出来事に興奮し、酔い

しれ、そして大事な思い出を胸にして駅を後にしていました。

汽笛一声、ＳＬが行く
ＪＲ筑豊線をＳＬが走行

10月24日、遠賀川を共有財産とする流域の人々が自然にふれ、水

資源や環境問題について語り合い、ふるさとを思いおこす「－99遠賀

川ふれあいウオーキング」が行われました。コースは中間市の河川

敷をスタートし、立屋敷と河口堰でそれぞれ折り返してくるファミ

リーコース（8ｋｍ）とロングコース（20ｋｍ）の2種類です。

3回目の今年は約350人が参加。ススキの穂がゆれる、秋晴れの

河川敷を自分のペースで歩き、心地よい汗を流していました。折り

返し地点の立屋敷では、今盛りのコスモスを眺め、用意されたお茶

を飲んでちょっと一休み。その後、それぞれのコースのゴールに向

かいました。参加者にとっては自然に触れる一日になったようです。

ふるさとの流れと歩いてみました
，99遠賀川ふれあいウォーキング

ｒノ垂広報みずまき1999．11．10　6



10月17日、鯉口団地でふれあい
まつりが開かれました。カラオケ大

会では、参加者たちが自慢ののどを

披露。また、ぜんざいやおでんのバ

ザーも並び、舌鼓を打つ人の姿も見
られました。深まり行く秋、地域の

交流も一層深まったようでした。

み
ん
な
で

楽
し
ん
だ
文
化
祭

響
泉
誓
る
ふ
れ
あ
い

●
鯉
口
団
地
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

10月24日、水巻南中学校の文化祭が行われ

ました。各教室では生徒たちの作品が展示さ
れたほか、専門家を招き、切り絵や木工、写

真などの講座を開設。切り絵教室では講師の

尾仲喜久子さんの指導のもと、生徒たちが細
かい作業に没頭していました。
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施
設
見
学
バ
ス

お
み
や
げ
は
有
事
≒
た
か
な

第2回の施設見学バスが10月4日に発車しました。参加者14人の最

初の目的地は吉田ぼた山です。防災工事の説明を受けた後、みんなで　／ヽ

山頂へ登ってみることに。子どもたちは途中、めずらしげに「ぼた」

を拾っていました。

次に、古賀に建設中の図書館・歴史資料館の工事現場を見学。説明

に耳を傾ける参加者たちからは、みんなが気軽に立ち寄れる施設にし

てほしいという願いが感じられました。その後は十字架の塔や高松下

水処理場、遠賀川河口鼠岡垣清掃センターなどを回りました。

「初めての所ばかりで、参考になりました」と話してくれたのは、

梶原テル子さん（猪熊）。

来年は完成した図書館・歴史資料館や工事の進んだ吉田はた山など

が見られることでしょう。

顔ぐ顔研磨を来年も
新日銭退職者の会がコスモスの花見

9月30日、立屋敷の遠賀川河川敷で薪一首誠遠賀中間退職者の会がコ

スモスのお花見の宴を催しました。会の皆さんは毎年、河川敷にコス

モスの種をまき、美しい花を育て続けています。今年も30人ほどの会

員が草取りや水やりなどを行ってきました。特に毎日のように花の管

理をしていたのが、会員の一人、高橋清さんです。

「みんなが喜んでくれるのがやりがいです。来年はコスモスサミッ

トが開かれるそうなのでバリキリますよ」と抱負を語ってくれました。

台風のせいで、咲き乱れるコスモスは見られませんでしたが、会員

たちは来年に思いをはせながら、互いの労をねぎらっていました。



㊥二撃㌔ル
このコーナーでは、水巻中学校に保存してあ

る町の昔をしのばせてくれる貴重な資料の

数々を紹介します。

Ｆｉｌｅ ＮくＩ32

■■＼

由由牒肇
衣類を保管する収納異。

木綿の普及によって寝具ができ、

多くの衣類を庶民が持つようになっ
たんす

てから作られた。撃笥と同様、大切

な嫁入り道具の一つであった。

田川臣内
●わたしのグランパ（著／筒井康隆）：
●透胡甘1日　　（著／北井歩実）●

●月の砂漠をさばさばと（著／北井薫）●
●

●謎のヴァイオリン　　　　　　　●

（著／クリスティアン・ミュラー）●

●学府の先生のための相談室

（著／大原健士郎）●

●12の月のおくりもの（著／白井三香子）：
●とんとんとんのこもりうた　　　●

（著／いもとようこ）●

●ｍ。Ｍ。。Ｚ。自著／あさのあつこ）：

木炭日和
日本エッセイストクラブ／編

正岡子規を看病する妹のことを

●

●

●

●

●

●

●

綴った11歳の小学生、女医の妻を　●

介護する87歳の医師の文章など感　●

動的なエッセイ62篇を収

録する。木炭は除湿、消
臭、浄化作用の効果だけ

でなく健康によいという

ことで炭に凝っている話。

（中央公民館図書室）

；－’酎・媚

ボランティア活動から音楽を通した
国際交流まで幅広く活動しています。

●
猪
熊
太
鼓
育
成
会

猪
熊
太
鼓
育
成
会
は
、
平
成
4
年
に
猪
熊
区

の
敬
老
会
で
、
お
年
寄
り
の
た
め
に
演
奏
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、

幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
2
1
人
の
会
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
音
楽
を
通
じ
て
の
国
際

交
流
な
ど
様
々
で
す
。

今
、
猪
熊
校
区
に
住
む
幼
稚
園
児
か
ら
中
学

生
ま
で
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
友
だ
ち
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
午
前
1
0
時

～
正
午
（
演
奏
会
前
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変

わ
り
ま
す
）

●
と
こ
ろ
　
猪
熊
公
民
館

●
会
　
費
　
年
額
千
五
百
円

●

連

絡

先

　

読書は心豊かな感性に富んだ子どもを育てるため

に欠かせないもののひとつです。このコーナーでは

良木と出会った子どもたちの感想文を紹介します。

第50回目は河津真実ちゃん（猪熊小学校2年）

の「わたしのモンスターかんさつにっき」です。

「わたしのモンスターかんさつにっき」を読んで

作●ジャン・カー　絵●Ｇ・ブライアン・カラス

猪頁針Ｊ、学校2年　河津真実ちゃん

ある日、イザベルは、1ドルさつをひろって、

まっすぐペットショップに行きました。

手ごろなねだんのモンスターをかって、いえに

かえりました。

わたしは、モンスターを見て　ロブむくじゃらで

こわいなあ」とおもいました。

でも、モンスターはシャンデリアの中でうたた

ねをしたり、でんわの音にへんじをしたり、じど

うさらあらいきの苗におどりだします。モンスタ

ーは、からだは大きいけれど、かわいくて、ゆか

いです。

わたしもモンスターがほしいとおもいました。

絵も、とってもかわいいとおもいました。
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町の嘱託職員、ラルフ・シュリオックさんに町の暮らし

の中で思ったことや国際化について感じていること、町の
人々とのふれあいのことなどを語ってもらいます。

偽物のダイエーフアンの白状

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
初
の
日
本
シ
リ

ー
ズ
優
勝
の
お
か
げ
で
、
福
岡
県
内
が
ワ

ッ
と
盛
り
上
が
っ
た
。
み
ん
な
、
ゲ
ー
ム

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
経
済
効
果
な
ど
を
わ
い

わ
い
話
し
て
い
た
。
私
も
そ
の
雰
囲
気
に

乗
っ
て
、
ダ
イ
エ
ー
の
優
勝
セ
ー
ル
、
ミ

ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ
と
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
の

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
商
品
を
買
っ
た
。
し
か

し
、
や
ま
し
い
気
持
ち
で
ダ
イ
エ
ー
の
栄

光
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
う
、
白
状
す
る
。

私
は
偽
物
の
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ン
だ
っ
た
。

ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
ダ
イ
エ
ー
は
い
い

チ
ー
ム
だ
し
、
王
監
督
も
い
い
奴
だ
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
判
官
び
い
き
の
私

に
は
、
ダ
イ
エ
ー
の
シ
ン
デ
レ
ラ
・
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
ま
あ
、
感
動
的
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
野
球
を
見
て
い
な
い

私
に
と
っ
て
、
「
こ
の
チ
ー
ム
だ
！
」
と

固
定
的
に
応
援
す
る
よ
り
、
た
だ
、
巨
人

の
相
手
な
ら
誰
で
も
い
い
。
私
は
ア
ン

チ
∴
ン
ヤ
イ
ア
ン
ツ
な
ん
だ
。

一
度
、
ダ
イ
エ
ー
の
試
合
を
見
に
行
っ

た
が
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
7
回

の
風
船
飛
ば
し
だ
っ
た
。
私
は
思
っ
た
。

「
あ
あ
、
な
ん
と
い
う
も
っ
た
い
な
い
こ

と
だ
。
こ
の
風
船
を
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
で
も
使
え
る
じ
ゃ
な
い
」
と
。
そ
れ
で
、

周
り
の
人
に
変
な
顔
で
み
ら
れ
な
が
ら
、

私
は
5
0
個
ぐ
ら
い
拾
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ダ
イ
エ
ー
の

セ
ー
ル
に
行
く
こ
と
も
悪
い
な
、
と
思
っ

て
い
た
。
私
み
た
い
な
偽
物
フ
ァ
ン
を
ス

ク
リ
ー
ン
す
る
た
め
、
ダ
イ
エ
ー
は
お
客

さ
ん
を
テ
ス
ト
す
べ
き
だ
と
思
う
。

「
お
客
さ
ん
、
こ
れ
は
2
割
引
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。
今
年
、
安
打
数
が
一
番
多
い
ホ
ー
ク

ス
選
手
は
誰
で
し
た
か
」

「
え
え
っ
と
…
関
川
で
す
か
」

「
お
客
さ
ん
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
し

か
も
、
関
川
は
中
日
の
選
手
で
す
の
で
、

こ
の
商
品
5
パ
ー
セ
ン
ト
借
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」

今
年
な
ら
、
そ
う
い
う
「
ダ
イ
エ
ー
フ

ア
ン
の
資
格
チ
ェ
ッ
ク
」
　
に
失
格
し
て
い

た
だ
ろ
う
。
来
年
か
ら
本
格
的
な
フ
ァ
ン

に
な
ろ
う
か
。
よ
し
、
「
頑
張
れ
ダ
イ
エ

ー
！
巨
人
を
つ
ぶ
せ
！
」

9　車広報みずまき1999．11．10

頑張ってますプ
町内で頑張っている若い人を紹介するコーナーです

徐
々
に
建
物
が
で
き
て
い
く
の
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
。

建
築
物
は
後
ま
で
残
り
ま
す
し
、
そ
れ
が
社
会
の
役

に
立
つ
と
い
う
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

プロフイール

尾方康隆さん（中間市）
昭和54年8月29日生まれ、20歳、

血液型Ｂ型／乙女座

北九州特殊土木株式会社

●この仕事についたきっかけは。

学校の求人で、昨年の4月にこの会社に就職しました。

高校時代、土木科で勉強していたので専門知識もありま

すし、希望どおりの仕事に就けたと思っています。

●仕事の内容を厨かせてください。

一般土木工事、建築、特殊工事が会社の主な仕事です。

今は、下水道工事を行っている真っ最中で、水巻町と中

間市の工事現場を行ったり来たりしているんですよ。

●やりがいを感じるのはどんなときですか。

何もなかった場所に、自分たちの造ったものが徐々に

できていくことは大変おもしろいことです。建築物は後

まで残りますし、それが社会の役に立つということにや

りがいも感じています。たまに通行人から「ご苦労さま」

って声を拝＝ナられることがあるんですが、とてもうれし

いですし、励みになりますね。

●ふだん意を付けていることばありますか。

仕事には慣れましたが、外での作業なので真夏や真冬

の作業は、やはりつらいものがあります。日ごろから健

康にはとても気をつかっていますし、仕事中のケガにも

気を付けています。

●ｊ画味は何ですか。

魚釣りです。休日もよく魚釣りに出拝ＨＪています。

●β原や夢をきかせてください。

早く現場を任されるようになりたいですね。今、ボク

のまわりには、とても頼りになる上司がいるんですが、

一歩でも近づけるようにがんばりたいと思っています。

仕事で一人前になって、彼女と幸せな結婚をすること

がボクの夢です。

■■ヽ



健康づくりシリーズ◎

飽食、栄養過多のこの時代に
ゼ…。

鞠
嵐
Ⅷ
ル
長
び
く
セ
キ
は
番
号
。

護

　

　

　

　

結

核

の

集

団

感

染

が

」
層
軋
叩
－
血
用
ノ
　
　
増
え
て
い
ま
す
。

創
肌
仙
冊
あ
　
結
核
は
昔
の
病
気

馳
・
仙
隙
．

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
結
核
へ
の
関
心
や
情

報
が
不
足
し
が
ち
で
受
診
や
診
断
が

遅
れ
、
集
団
感
染
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
世
代
は
結
核
菌
に
出
会
っ

た
こ
と
が
な
い
人
が
多
く
、
菌
に
対
す

る
免
疫
を
持
た
な
い
た
め
、
菌
を
排
出

す
る
患
者
と
接
す
る
と
感
染
し
、
比
較

的
早
い
時
期
に
発
病
し
ま
す
。

結
核
に
感
染
し
て
も
、
免
疫
の
働
き

に
よ
っ
て
結
核
菌
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
場
合
は
発
病
し
ま
せ
ん
が
、
体

内
に
残
っ
た
結
核
菌
は
休
眠
状
態
で
生

き
つ
づ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
不
規
則
な

生
活
を
続
け
た
り
、
年
を
と
っ
た
り
し

て
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
再
び
活
動
し

は
じ
め
、
と
き
に
は
、
数
十
年
た
っ
て

か
ら
で
も
発
病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
に
発
病
が
多
い
の
は
こ
の

た
め
で
す
。

結
核
は
ど
の
よ
う
に

感
染
す
る
の
で
し
ょ
う
か

結
核
は
飛
沫
感
染
と
い
っ
て
結
核
菌

を
持
っ
て
い
る
人
が
せ
き
や
く
し
ゃ
み

を
し
た
と
き
に
飛
び
散
る
し
ぶ
き
の
中

の
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
た
だ
し
、
結
核
患
者
の
す
べ
て
が

′

感
染
源
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
ん
に
菌
が
出
て
い
な
い
状
態
で

あ
れ
ば
、
ほ
か
の
人
に
う
つ
す
お
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
に
う
つ
す
危
険
性
が
高
い
の
は
、

結
核
と
診
断
さ
れ
る
前
、
結
核
の
薬
を

飲
み
始
め
る
前
で
す
。

結
核
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
は
結
核
に
感

染
す
る
と
結
核
性
髄
膜
炎
な
ど
を
お

こ
し
、
重
い
障
害
を
残
す
危
険
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
生
後

3
か
月
以
降
、
1
歳
未
満
の
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
（
年
に
1
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
）

●
「
せ
き
」
な
ど
の
症
状
が
2
週
間
以

上
続
い
た
ら
、
早
期
に
受
診
し
ま
し

よ
、
つ
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
十
分
な

睡
眠
な
ど
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
、
体
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
キ
チ
ン
と
治
療
す
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
治
る
病
気
で
す
。
早
く
見
つ
け

て
治
し
ま
し
ょ
う
。

平成11年中に

納めた国民年金の

保険料は、全額が

社会保険料控除の

対象になります。

年未調整や確定申告のときに申告する

と、税金が安くなる場合があります。

支払いの証明は役場国民年金係で発

行します。

毎年11月に社会保険庁から

「公的年金等の受給者の扶養親族

等申告書」のハガキが送られて

きます。（年金に所得税が引かれ

ていない人は送られません）

扶養親族

申告書を
忘れずに

このハガキが送られてきた人は12月3日までに必

要事項を記入し、返送してください。もし、提出を

しなかった場合は各種の控除が受けられず、多くの

税金が差し引かれて年金が支払われます。

問い合わせの役場国民年金係℡201－4321

瑚穐

Ⅲ［型那墨．－ユ－ス

あなたの老後の生活は大丈夫です

か。役場国民年金係では、「自分の年

金はどうなっているだろうか」「将来、

年金は受けられるだろうか」などの

疑問に答える年金相談を行います。あらかじめ、電話で

予約しておくとあなたの年金カロ入記録などを用意します。

●と　き11月30日（火）午前9時～午後4時

●ところ　役場103会議室

●持ってくるもの　年金手帳（本人・配偶者）・健康保

険証・印鑑

●相談員　社会保険事務所職員

車広報みずまき1999．11．1010



御
牧
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
／
参
加
者
3
4
人

●
男
　
性
①
佐
渡
原
忠
②
成
清
敬

③
中
村
弘

●
女
　
性
①
佐
渡
原
文
代
②
成
清

妙
芳
③
大
野
数
代

胴
朋
弓
道
選
手
権
大
会

ノ
′
Ｊ
〝
、
〝
′
、
Ｊ
　
　
弓
道
場
／
参
加
者
1
3
9
人

【
選
手
権
者
1
位
】
中
川
敏
則

【
有
段
者
優
勝
】
太
田
富
男

’
題
題
雷
・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

磯
維
Ｅ
疑
隕
バ
レ
ー
選
手
権
大
会

ノ
、
が
、
メ
タ
を
　
ノ
〝

町
民
体
育
館
／
参
加
者
4
5
人

①
伊
藤
都
、
住
田
次
子
、
鐘
井
ひ

づ
る
、
矢
野
幸
仲
②
安
藤
美
恵
子
、

大
庭
元
明
、
吉
川
恵
美
、
谷
川
鶴

美
③
長
島
佳
子
、
為
保
由
美
子
、

小
代
和
子
、
山
本
美
夏

9
月
2
5
日
と
2
6
日
に
県
内
各
地

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
県
民
体
育
大

会
秋
季
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

博
多
の
森
陸
上
競
技
場
で
は
陸

上
競
技
が
行
わ
れ
、
水
巻
町
か
ら

参
加
し
た
那
須
政
男
さ
ん
　
（
高
尾
）

が
5
0
歳
以
上
三
千
㍍
の
部
門
で
見

事
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

亀
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

・
曙
謬
厨
鮎
　
楽
し
も
う
大
会

町
民
体
育
館
／
参
加
者
3
8
人

●
一
般
Ａ
①
原
田
勇
・
本
田
一
秋

②
江
口
和
子
・
酒
家
千
代

●
一
般
男
子
Ｂ
①
鈴
木
一
史
・
田

中
稔
②
近
藤
眞
利
・
乗
本
雅
之

●
一
般
男
子
Ｃ
Ｕ
阿
部
健
太
郎
・

林
講
介
②
峯
浦
達
雄
・
吉
野
岩
男

●
一
般
女
子
①
熊
丸
裕
子
・
藤
山

玲
子
②
川
辺
美
由
紀
・
山
口
恵
子

欝禦間断蜘胤になります

志「職雲度」
●退職者本人の場合

①国保の被保険者であること。

②厚生年金や各種共済組合などから老齢（退職）年金

を受けている人、または通算老齢（退職）年金を受

けている人でこれらのカロ入期間が20年以上または、

40歳以後のカロ入期間が10年以上ある人。

③老人保健の適用を受けていない人。

●扶養家族の場合

①退職者本人の直系尊属、配偶者（事実上婚姻関係と同

様の事情にある人を含む）、および3親等内の親族

②退職者本人と同一世帯で主に退職者本人の収入によ

って生活している人。
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医療機関の窓口で国民健康保険退職被保険者証を提

示してください。医療機関に支払うことになる一部負

担金の割合は次のとおりです。

．∵．・

年金の受給権が発生した日から適用となりますので

年金証書を受け取ったら、世帯主は14日以内に届け出

てください。

●届け出に必要なもの　保険証、印鑑、年金証書

問い合わせ●役場保険医療係密201－4321



水巻町役場　201－4321

ｆａｘ　201－4423

中央公民館　201－0401

ｆａｘ　2011）411

南部公民館　202－2472

総合運動公園内

（スポーツ振興係）　201－4000

按＝ヌこト再　　201－5757

町民体育館　201－3936

えぶり山荘　202－6230

儲止センター　201－0794

いきいきほ－る内

（健康対策課）　202－3212

ｆａｘ　　　202－3621

（社会福祉協議会）　202－3700

ｆａｘ　　202－3708

地域振興券取扱店

（特定事業者）の皆さん、

地域振興券の

換金手続きは

地域振興券の換金手続きは11

月30日で終了します。まだ、換

金の手続きを済ませていない特

定事業者の皆さんは、早めに手

続きを行ってください。

※12月1日以降は換金できませ

ん。ご注意ください。

●手続きのできる金融機関

遠賀信用金庫本店・遠賀信用

金庫梅ノ木支店・遠賀郡農協

水巻支店

わせ●役場企画係
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●
と
　
き
　
日
月
3
0
日
　
（
火
）
　
午
前
1
0

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
役
場
二
階
二
〇
一
会
議
室

●
公
売
物
件
　
電
話
加
入
権

●
公
売
方
法
　
入
札

●
代
金
の
納
付
　
当
日
の
納
付
に
限
り

ま
す
。

※
税
完
納
な
ど
に
よ
り
公
売
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
日
ま
で
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
納
税
係

キ
オ
文
庫
、
の
ぞ
み
野
た
ま
こ
つ
こ

の
会
、
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

●
参
加
費
　
三
百
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
）

※
入
場
券
は
1
1
月
1
5
日
（
月
）
　
か
ら
中

央
公
民
館
で
発
行
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

中
央
公
民
館
で
は
子
と
母
の
読
書
会

を
開
き
ま
す
。
絵
本
の
よ
う
な
夢
の
世

界
に
一
緒
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
1
2
月
1
2
日
　
（
日
）
　
午
後
2

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
出
　
演
　
バ
ー
モ
ニ
ッ
ク
エ
フ
ズ
ベ

リ
ー
、
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り
、
ピ
ノ

（
小
倉
北
区
京
町
3
－
1
－
1
）

●
相
談
内
容
　
民
事
関
係
　
（
不
動
産
、

金
銭
、
公
害
な
ど
の
問
題
）
、
家
事

関
係
（
雑
婚
、
相
続
な
ど
の
問
題
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方
裁
判
所
小

倉
支
部
庶
務
第
一
課
℡
5
6
1
局
3

4

3

1

番

へ

体
を
イ
キ
イ
キ
さ
せ
ま
せ
ん
か

柔
軟
体
操
と
整
体
講
座

い
き
い
き
ほ
－
る
運
営
委
員
会

裁
判
所
の
民
事
お
よ
び
家
事
調
停
委

員
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
日
月
3
0
日
　
（
火
）
　
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
小
倉
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト

．
「

初
心
者
を
対
象
に
し
た
、
楽
し
く
体

を
動
か
せ
る
講
座
で
す
。

●
と
　
き
　
日
月
2
5
日
　
（
木
）
　
午
後
7

時
3
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
い
き
い
き
ほ
ー
る

●
参
加
費
　
五
百
円

●
講
　
師
　
梶
原
皆
七
女
さ
ん
　
（
国
際

ヨ
ガ
協
会
講
師
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
バ
ス
タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装

●
定
　
員
　
3
0
人

●
申
し
込
み
　
い
き
い
き
ほ
ー
る
ふ
れ

あ
い
係

●
問
い
合
わ
せ
　

●
と
　
き
　
日
月
1
6
Ｈ
　
（
火
）
　
午
前
1
0

時
3
0
分
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
内
　
容
　
講
演
「
暮
ら
し
と
ゴ
ミ
問

題
に
つ
い
て
」

●
講
　
師
　
妹
川
征
男
さ
ん
　
（
デ
ポ
ジ

ッ
ト
運
動
事
務
局
長
）

●
参
加
責
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

●
と
こ
ろ
　
西
日
本
総
合
展
示
場
（
小

倉
北
区
浅
野
3
－
7
－
1
）

●
対
　
象
　
平
成
1
2
年
3
月
に
大
学
、

短
大
、
高
専
、
専
修
、
公
共
職
業
能

力
開
発
施
設
卒
業
予
定
の
人
お
よ
び

平
成
‖
年
3
月
に
卒
業
し
た
人

●
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
部
職
業
安
定

課
雇
用
促
進
係
℡
　
（
0
9
2
）
　
6
5

1

局

1

1

1

1

番

へ

●
と
　
き
　
日
月
3
0
日
　
（
火
）
　
午
前
1
0

時
3
0
分
か
ら
受
付

▽
就
職
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前
日
時
3
0
分
～

午
後
1
時

▽
合
同
会
社
面
談
会
　
午
後
1
時
3
0
分

～

5

時

（

防
衛
庁
で
は
来
年
4
月
入
校
の
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

生
徒
は
入
隊
と
同
時
に
自
衛
官
に
任

命
さ
れ
、
生
徒
教
育
終
了
時
に
は
高
等

学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
者
（
平
成

1
2
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
）
　
で
1
7
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
限
　
平
成
1
2
年
1
月
4
日

（火）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く

は
芦
屋
募
集
事
務
所
℡
2
2
3
局
0

9

8

1

番

へ



住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
が
困
難
な
人
に

返
済
条
件
変
更
の
取
り
扱
い

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

公
庫
で
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
人
に
対
し
、
ロ
ー
ン
の
返

済
期
間
を
最
長
1
0
年
間
延
長
し
ま
す
。

▽
最
近
の
不
況
に
よ
る
倒
産
な
ど
勤
務

先
な
ど
の
事
情
で
返
済
が
困
難
に
な

っ
た
人

▽
収
入
倍
率
（
年
収
を
年
間
総
返
済
額

で
割
っ
た
数
）
　
が
4
倍
以
下
ま
た
は

収
入
月
額
が
世
帯
人
数
×
六
万
四
千

円
以
下
の
人

▽
返
済
条
件
の
変
更
に
よ
り
今
後
の
返

済
が
継
続
で
き
る
人

ま
た
、
ロ
ー
ン
全
般
に
つ
い
て
の
返

済
相
談
や
無
料
資
金
計
画
診
断
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
現
在
、
返
済
中
の
金

融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支

店

℡

　

（

0

9

2

）

　

7

2

2

局

5

0

1

1

番

へ

へ
、

前
9
時
～
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
県
立
北
筑
前
養
護
学
校

（
古
賀
市
千
鳥
4
－
3
－
1
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
上
靴
、
体
操
服

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
北
筑
前
養
護
学

校

℡

　

（

0

9

2

）

　

9

4

3

局

8

6

7

4
番
へ

チ
を
口
数
に
応
じ
て
贈
口
王
し
ま
す
。

●
募
集
期
限
　
1
2
月
3
1
日
　
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
肢
体

不
自
由
児
協
会
℡
　
（
0
9
2
）
　
5
8

4

局

5

7

2

3

番

へ

へ
∴

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く

は
県
社
会
福
祉
協
議
会
℡
　
（
0
9
2
）

5

8

4

局

3

3

6

0

番

へ

県
肢
体
不
自
由
児
協
会
で
は
、
寄
付

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
肢
体
不
自
由

児
の
美
術
展
や
療
育
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
、
乳
幼
児
早
期
訓
練
な
ど
の
事
業
に

使
わ
れ
ま
す
。

●
寄
付
金
額
（
一
口
当
た
り
）

▽
友
情
の
募
金
　
百
円

▽
愛
の
募
金
　
五
百
円

※
友
情
の
募
金
に
は
絵
は
が
き
を
、
愛

の
募
金
に
は
タ
オ
ル
ま
た
は
バ
ン
カ

平
成
1
2
年
3
月
に
開
催
す
る
県
高
齢

者
美
術
展
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
展
示
会
は
全
国
健
康
福
祉

祭
大
阪
大
会
美
術
展
の
県
代
表
作
品
の

選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

力
作
を
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
ん
で
い
る
6
0

歳
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
。

●
展
示
期
間
　
平
成
1
2
年
3
月
2
日

（
木
）
　
～
5
日
　
（
目
）

●
申
込
期
限
　
1
2
月
2
0
日
　
（
月
）

●
対
　
象
　
就
業
希
望
の
女
性
（
新
卒
、

妊
娠
中
、
出
産
後
一
年
未
満
の
人
は

除
き
ま
す
）

●
受
講
料
　
無
料

【
税
務
・
社
会
保
険
労
務
事
務
】

●
と
　
き
　
平
成
1
2
年
1
月
1
8
日
か
ら

3
月
7
日
の
主
に
火
・
木
・
金
曜
日

（
全
2
1
回
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
西
部
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
東
区
尾
倉
2
－

6
－
6
）

●
申
込
期
間
　
日
月
2
0
日
　
（
土
）
　
～
3
0

日
　
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州

市
立
西
部
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
℡
6

6

1

局

1

1

2

2

番

へ

【
パ
ソ
コ
ン
】

●
と
　
き
　
平
成
1
2
年
1
月
日
日
か
ら

2
月
2
4
日
の
主
に
月
・
水
・
木
曜
日

（
仝
2
1
回
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
東
区
大
蔵
2
－
1
3
－

7
）

●
申
込
期
間
　
日
月
2
4
日
　
（
水
）
　
～
2
5

日
　
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
女
性

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
℡

（

0

9

4

8

）

　

2

3

局

4

1

5

6

番

へ

養
護
学
校
を
知
っ
て
く
だ
さ
い

体
験
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

県
立
北
筑
前
養
護
学
校

県
立
北
筑
前
養
護
学
校
で
は
、
知
的

発
達
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
持
つ

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
養
護
学
校
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
の
就
学

の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
体
験
学
習

を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
日
月
2
4
日
　
（
水
）
、
1
2
月

8
日
　
（
水
）
、
1
2
月
1
4
日
　
（
火
）
　
午

Ⅱ／Ⅱ～Ⅱ／17

あなたは、税金について

どれだけ知っていますか。

11月11日（木）から17日（水）までは「税

を知る週間」です。今年のテーマは「暮ら

しを支える税」。この機会に身近なところか

ら税について考えてみませんか。

●問い合わせ　役場住民税係

一日

体験講座
参加者
募集

11月27日（士）

午前10時30分～午後12時30分

親子で作るクリスマス飾り

小学生高学年の親子／先着15組

午後1時30分～3時30分

大人のクリスマスアレンジ

先着30人

中央公民館

2500円（材料費を含む）

●と　き

【午前の部】

ｌ時　間

トテーマ

♭対　象

【午後の部】

♭時　間

トテーマ

♭定　員

●ところ

●参加費

●持ってくるもの　花を切るハサ三、工作

用ボンド、新聞紙

※クリスマスの飾りを持っている人は、持

ってきてください。

●申込期限11月20日（土）

●申し込み・問い合わせ　マナコフラワー

アカデミー（久野）℡201－3736へ
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●
と
　
き
　
日
月
2
6
□
∪
　
（
金
）
　
～
2
8
日

（日）

●
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
（
春

日
市
原
町
3
－
1
－
7
）

●
内
　
容
　
調
査
研
究
報
告
会
、
あ
す

ぼ
る
演
劇
ま
つ
り
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
女
性

労
働
の
相
談
窓
口
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
県
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
あ
す
ぼ
る
事
業
課
℡
　
（
0
9
2
）

5

8

4

局

1

2

6

1

番

へ

●
と
　
き
　
日
月
2
5
日
　
（
木
）
、
2
6
日

（
金
）
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
博
多
リ
バ
レ
イ
ン
　
（
福
岡

市
博
多
区
下
川
端
町
3
－
1
）

●
内
　
容
　
パ
ネ
ル
展
示
、
ゆ
と
り
を

感
じ
る
音
の
体
験
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

体
験
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
基
準
局
監

督

課

℡

　

（

0

9

2

）

　

4

1

1

局

4

8

6

2

番

へ

づ
く
り
絵
画
展
表
彰
式
、
ま
ち
づ
く

り
ト
ー
ク
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
県
都
市
計
画
課
都
市

政

策

係

℡

　

（

0

9

2

）

　

6

5

1

局

1

1

1

1

番

へ

日
月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
　
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
働
く
人
の
ゆ
と
り
を

テ
ー
マ
に
　
「
ゆ
と
り
休
暇
推
進
フ
ェ
ア

ｉ
ｎ
福
岡
9
9
」
を
開
き
ま
す
。

県
で
は
私
た
ち
県
民
と
行
政
が
一
緒

に
創
る
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
日
月
2
6
日
　
（
金
）
　
午
後
1

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ

ン
　
（
飯
塚
市
飯
塚
1
4
－
6
6
）

●
内
　
容
　
基
調
講
演
、
美
し
い
ま
ち

タ
ー
機
械
電
子
研
究
所
の
一
般
公
開
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
家
族
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
1
3
日
　
（
土
）
　
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
機

械
電
子
研
究
所
　
（
八
幡
西
区
別
松
3

－
6
－
1
）

●
問
い
合
わ
せ
　
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
機
械
電
子
研
究
所
℡
6
9
1
局
0

2

6

0

番

へ

九
州
支
部
　
（
〒
八
六
〇
人
五
一
由
熊
本
市
辛

島

町

5

－

1

）

　

℡

　

（

0

9

6

）

　

3

2

5

局

1

3

8

4

番

へ

県
で
は
日
月
を
　
「
フ
ク
オ
カ
・
サ
イ

エ
ン
ス
マ
ン
ス
」
　
と
し
、
科
学
へ
の
関

心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
様
々
な
催
し

を
行
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
工
業
技
術
セ
ン

●
と
　
き
　
1
1
月
2
5
日
　
（
木
）
　
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
毎
日
西
部
会
館
（
小
倉
北

区
紺
屋
町
1
3
－
1
）

●
定
　
員
　
6
0
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
二
万
六
千
二
百
五
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
㈲
日
本
無
線
協
会

子どもから高齢者まで！

室内ゲーム感覚のニュースポーツ

数多く考案されたニュースポーツ種

目の中でペタンクは「いつでも」「どこ

でも」「だれでも」簡単にできる、今、

最も人気のあるゲームです。

町の体育指導委員がやさしく指導し

ます。あなたも挑戦してみませんか。

●と　き11月13日（士）午後7時～

●ところ　町民体育館

●持ってくるもの　上履きシューズ

●問い合わせ　スポーツ振興係

糖尿病と闘う

仲間たちへ

脚丙の
つどいを

●と　き・12月8日（水）午後零時30

分～4時

●ところ　遠賀中間医師会館（下二西

2－1－33）

●対　象　糖尿病の人、糖尿病の疑いの

ある人およびその家族、医療関係者

●内　容　講演、パネルディスカッショ

ン、資料展示

●参加費　無料

●申込期限11月26日（金）

●申し込み・問い合わせ　遠賀保健所保

健課健康増進係℡201－4161へ

一
般
寄
付
と
し
て

●
水
巻
町
文
化
連
盟
観
月
会
実
行
委
員

会
様
香
典
返
し
と
し
て

●
頃
末
南
・
　
故
・
中
里
　
徹
人
様

中
里
　
咲
江
様

●
吉
田
西
　
　
故
・
山
崎
冨
士
雄
様

山
崎
キ
ミ
ヱ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
浅
地
　
正
敏
様

浅
地
　
朝
子
様

●
鯉
口
　
　
　
故
・
藤
谷
　
昌
之
様

藤
谷
　
童
相
子
様

●
二
束
　
　
　
故
・
甲
斐
キ
ミ
エ
様

甲
斐
　
廣
　
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
山
田
ト
シ
コ
様

山
田
　
茂
別
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
今
村
　
武
志
様

今
村
え
っ
子
様

●
吉
田
団
地
　
　
故
・
家
　
春
美
様

家
　
末
吉
様

1
0
月
1
0
日
］
号
の
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（
敬
称
略
）
　
の
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
総
合
競
技
大
会
剣
道
で
　
「
高
学

年
女
子
／
小
田
貴
視
」
　
と
あ
る
の
は

「
高
学
年
女
子
／
山
田
貴
視
」
　
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。
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わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
住
み
や
す
く
。

住
所
の
表
し
方
　
（
住
居
表
示
）
　
が
水
巻
町
の
一

部
の
地
域
で
変
更
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
変
更
に
な
る
地
域
は
　
『
大
字
吉
田
』
　
の

地
域
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
　
『
吉
田
真
玉
丁

目
』
や
　
『
吉
田
西
五
丁
目
』
の
ほ
か
　
『
吉
田
団
地
』

『
吉
田
南
ｌ
 
Ｔ
目
～
五
丁
目
』
　
の
八
つ
の
区
域

（
写
真
）
　
に
分
か
れ
ま
す
。

●
住
所
の
表
示
が
変
更
に
な
る
地
域

「
大
字
吉
田
」
　
の
地
域
で
住
所
の
表
示
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
変
更
の
開
始
遽
垂
憂
暮
種
事
蓼
㌧
一
・
　
　
　
　
・
　
　
整

平
成
1
1
年
1
1
月
2
9
日
（
月
）
　
か
ら
。

●
新
し
い
『
住
居
表
示
』
を
す
る
と
き
の
基
本
的
な
考
え
方
鞋

①
町
名
は
読
み
や
す
く
簡
明
な
も
の
で
、
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
し
て
町

が
決
め
ま
す
。

②
区
割
り
は
河
川
や
道
路
、
水
路
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

●
新
し
い
住
所
の
表
し
方

例
え
ば
、
水
巻
町
大
字
吉
田
一
〇
七
三
番
地
は
、
吉
田
南
一
丁
日
三
番
七

号
の
よ
う
に
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
「
大
字
吉
田
〇
〇
番
地
」
　
で
は
な
く

「
吉
田
南
Ｏ
丁
目
〇
番
〇
号
」
　
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
個
人
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

不
動
産
登
記
簿
・
法
人
登
記
簿
・
運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
・
年
金

証
書
な
ど
の
住
所
変
更
。

※
こ
の
手
続
き
に
必
要
な
手
数
料
や
登
記
に
か
か
る
登
録
税
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
司
法
書
士
な
ど
に
依
頼
す
る
場
合
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

▽
住
民
票
や
戸
籍
簿
な
ど
は
役
場
で
自
動
的
に
変
更
し
ま
す
。
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7
年
の
第
埴
通
常
国
会
で
は
国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
を
大
幅

の
区
域
ご
と
に
置
か
れ
ま
す
。

見
直
す
制
度
の
導
入
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
先
月
に
続
き
、
今
回
も

実
・
強
化
さ
れ
た
国
や
県
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑧
一
国
や
都
道
府
県
の
協
力
な
ど

④
一
合
併
特
例
債
の
創
設

こ
れ
ま
で
は
、
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
な
る
市
町
村
建
設
計
画
を
達

成
す
る
た
め
に
合
併
市
町
村
や
都
道
府
県

が
行
う
事
業
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る
た

め
に
起
こ
す
地
方
債
（
合
併
市
町
村
や
都

道
府
県
の
借
金
）
　
に
は
、
特
別
の
配
慮
を

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

改
正
で
は
、
次
の
2
点
に
わ
た
っ
て
今

ま
で
よ
り
充
実
し
た
財
政
援
助
を
行
う
た

め
「
合
併
特
例
債
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▽
合
併
市
町
村
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建

設
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置

合
併
後
1
0
か
年
度
は
、
市
町
村
建
設
計

画
に
基
づ
く
特
に
必
要
な
事
業
の
経
費
に

は
特
例
地
方
債
を
9
5
㌫
充
当
で
き
、
そ
の

元
利
償
還
金
の
7
0
㌫
を
普
通
交
付
税
で
措

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▽
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め
の
基
金
造
成

に
対
す
る
財
政
措
置

合
併
前
の
旧
市
町
村
単
位
の
地
域
振
興

や
住
民
の
一
体
感
を
つ
く
り
出
す
た
め
に

行
う
基
金
造
成
に
対
し
、
特
例
地
方
債
を

9
5
㌫
充
当
で
き
、
そ
の
元
利
償
還
金
の

7
0
㌫
を
普
通
交
付
税
で
措
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

夕
・
シ
ス
テ
ム
の
統
一
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
な
ど
）
　
行
政
水
準
や
住
民
負
担
水

準
の
格
差
是
正
　
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

の
調
整
な
ど
）
　
と
い
っ
た
合
併
に
伴
う
必

要
不
可
欠
な
臨
時
的
経
費
に
対
す
る
財
政

措
置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
関
係
市
町
村
間
の
公
債

費
負
担
格
差
是
正
の
た
め
の

財
政
措
置
（
新
設
）

起
債
制
限
比
率
（
当
該
市
町
村
の
標
準

的
な
財
政
規
模
に
対
す
る
普
通
会
計
に
係

る
元
利
償
還
金
の
割
合
）
　
が
2
0
㌫
以
上
に

な
っ
た
場
合
の
全
国
平
均
を
超
え
る
合
併

市
町
村
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
の
措
置
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

0
」
．
「
㍉
主

合
併
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
て
都

道
府
県
が
交
付
す
る
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
に
特
別
交
付
税
の
措
置
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。⑧
首
域
審
議
会
の
設
置
（
新
設
）

現
在
の
合
併
市
町
村
に
対
す
る
国
・
都

道
府
県
の
協
力
、
支
援
措
置
が
よ
り
拡
充

さ
れ
、
具
体
的
な
指
導
や
助
言
、
情
報
提

供
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
国
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
　
「
市
町

村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
要
綱
」

の
作
成
を
具
体
的
に
要
請
。
ま
た
、
都

道
府
県
が
合
併
の
パ
タ
ー
ン
を
作
成
す

る
際
の
参
考
と
な
る
事
項
を
明
ら
か
に

し
た
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い
て

の
指
針
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
通
知
す
る
。

●
国
は
都
道
府
県
に
対
し
て
必
要
な
助
言

や
情
報
の
提
供
に
加
え
、
合
併
市
町
村

の
建
設
に
資
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上

の
措
置
な
ど
を
行
う
。

●
都
道
府
県
は
　
「
市
町
村
の
合
併
の
推
進

に
つ
い
て
の
要
綱
」
を
平
成
1
2
年
度
中

の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
作
成
し
、

具
体
的
な
検
討
が
容
易
に
な
る
よ
う
市

町
村
の
組
み
合
わ
せ
を
わ
か
り
や
す

く
、
地
図
上
に
示
す
こ
と
な
ど
を
行
う
。

●
都
道
府
県
は
市
町
村
建
設
計
画
の
達
成

の
た
め
の
事
業
の
実
施
、
そ
の
ほ
か
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

5
一
鍼
摘
糟
銅
摘
墾

行
政
の
一
体
化
に
必
要
な
費
用
　
（
基
本

構
想
な
ど
の
策
定
や
改
定
、
コ
ン
ビ
ユ
ー

釣
歯
智
叫
樽
仲

合
併
前
の
市
町
村
ご
と
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
新
市
の
各
種
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
組
織
と
し
て
、
新
市
町
村
長
の
諮

問
に
よ
り
審
議
ま
た
は
意
見
を
述
べ
る
地

域
審
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会
は
合
併
前
の

関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村

「
茹
湘
・
諏
訪
＼
栄
嘩
ヨ
竺
禦
監
記
昌
憲
岩
岳
諭

ほ
か
に
も
議
員
年
金
に
関
す
る
特
例
や

市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例
、
合
併
協
議

会
（
合
併
の
た
め
の
法
定
協
議
会
）
　
の
会

長
の
学
識
経
験
者
か
ら
の
選
任
を
認
め
、

合
併
後
の
市
町
村
建
設
計
画
の
変
更
手
続

き
を
法
定
化
す
る
な
ど
、
様
々
な
条
件
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

このコーナーでは遠賀郡4町合併に関する皆さんからの質問を受け付けています。
●応募要領　ハガキに質問内容、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して〒807⊥8501役場広報広聴係までお寄せください。

愉
㈲
凹

■
秋
を
探
し
に
「
遠
賀
川
ふ
れ

あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
　
に
参
加

し
ま
し
た
。
中
間
市
の
河
川
敷

を
出
発
し
、
水
巻
町
へ
下
っ
て

く
る
間
、
川
辺
で
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
と
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
感
じ
な
が
ら
、

す
す
き
の
立
つ
河
川
敷
を
歩
い

て
き
ま
し
た
。
台
風
で
倒
れ
た

コ
ス
モ
ス
も
し
っ
か
り
と
花
を

つ
け
、
秋
を
味
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
た
ち

も
西
暦
二
〇
〇
〇
年
、
町
制
6
0

周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
コ
ズ
モ
ス
サ
ミ
ッ
ト
」
の

予
備
軍
の
よ
う
で
し
た
。

残
り
二
枚
に
な
っ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
な
が
ら
、
秋
を
も
う

少
し
探
し
て
み
よ
う
か
と
思
う

こ
の
ご
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
寒

い
冬
の
準
備
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
な
く
て
は
。
　
　
（
古
賀
）

■
1
0
月
3
日
、
町
を
Ｓ
Ｌ
が
走

り
抜
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

広
報
も
こ
の
貴
重
な
機
会
を
逃

さ
ぬ
よ
う
に
ス
タ
ン
バ
イ
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
列
車
の
通
過

は
あ
っ
と
言
う
間
。
後
に
は
た

だ
煙
の
匂
い
が
残
り
ま
し
た
。

▼
日
月
3
日
は
文
化
の
日
で
し

た
。
そ
の
前
後
の
期
間
、
町
で

も
文
化
祭
が
催
さ
れ
、
中
央
公

民
館
の
入
口
は
文
化
の
薫
り
と

と
も
に
キ
ク
の
香
り
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
秋
の
香

り
と
言
え
ば
、
少
し
前
ま
で
は

残
業
中
に
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
芳

香
が
し
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
う
書
く
と
花
が
絶
え
ず
、

．
優
雅
な
よ
う
で
す
が
、
仕
事
を

終
え
て
帰
る
こ
ろ
に
は
晩
の
お

か
ず
の
匂
い
の
方
が
恋
し
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
（
安
元
）

の
広
報
紙
は

鯛
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掴
ま
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